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人
権
擁
護
委
員
制
度
は
、
地
域
住
民
の
中
に
あ
っ
て
国
民
の
基
本
的
人
権
を
擁
護

す
る
機
関
と
し
て
設
け
ら
れ
た
制
度
で
す
。
昭
和
24
年
6
月
1
日
に
人
権
擁
護
委
員

法
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
、
毎
年
6
月
1
日
は
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
地
域
の
人
か
ら
の
相
談
を
受
け
、
問
題
解
決
の
お
手
伝
い
を
し

た
り
、
人
権
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
人
権
侵
害
に
よ
る
被
害
者
を
救
済
す
る
た
め
の
活
動
を
行
っ
て
お
り
、

法
務
局
の
職
員
と
協
力
し
て
人
権
を
侵
害
さ
れ
た
被
害
者
を
支
援
し
、
円
滑
に
解
決

で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

海
田
町
の
人
権
擁
護
委
員
に
つ
い
て

・
佐
々
木　
登
貴
子　
（
さ
さ
き　
と
き
こ
）　　

・
俵　
尚
子　
　
　
　
（
た
わ
ら　
な
お
こ
）　　

・
植
野　
敏
彦　
　
　
（
う
え
の　
と
し
ひ
こ
）　

人権相談所の
開設について

　

人
権
に
つ
い
て
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
一
人
で
悩
ま
ず
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無

料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

開
設
日
◆
6
月
８
日（
木
）10
時
～
15
時

場
所
◆
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
室

内
容
◆
い
じ
め
・
体
罰
・
家
庭
・
近
隣
関
係
・
登
記
な

ど
で
人
権
に
関
す
る
問
題

相
談
員
◆
海
田
町
人
権
擁
護
委
員
、
司
法
書
士

６
月
１
日
は

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」で
す

社
会
福
祉
課　

☎
8
2
3
ー
9
2
0
7

蕭
8
2
3
ー
9
6
2
7

ご
み
出
し
時
間
を
守
り
ま
し
ょ
う

　
ご
み
収
集
日
の
朝
8
時
30
分
ま
で

に
決
め
ら
れ
た
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出

し
ま
し
ょ
う
！
時
間
を
守
ら
ず
ご
み

を
出
し
た
場
合
、
回
収
業
者
は
回
収

で
き
ま
せ
ん
。

ご
み
出
し
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
確
認
を

　
埋
立
て
ご
み
（
陶
器
・
ガ
ラ
ス
）

は
、
可
燃
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
透

明
又
は
半
透
明
の
袋
に
入
れ
、
口
を

閉
め
ず
中
身
が
見
え
る
よ
う
に
し
て

出
し
ま
し
ょ
う
。

　
有
害
ゴ
ミ
（
蛍
光
管
・
乾
電
池
）

は
、
資
源
物
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し

ま
し
ょ
う
。

十
字
に
し
ば
っ
て
出
し
ま
し
ょ
う

　
布
団
や
毛
布
、
座

布
団
等
は
紐
で
十
字

に
し
ば
っ
て
大
型
ゴ

ミ
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
出
し
ま
し
ょ
う
。

　
雑
誌
類
は
紐
で
十
字
に
し
ば
っ
て

資
源
物
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し
ま

し
ょ
う
。

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
せ
る
量
を
確
認

し
ま
し
ょ
う

　
プ
ラ
ン
タ
ー
や
植
木
鉢
の
土
、
庭

の
土
な
ど
は
袋
に
入
れ
て
2
袋
ま

で
、
庭
木
の
剪
定
ご
み
な
ど
は
束
ね

て
2
袋
ま
で
可
燃
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

雑
が
み
・
折
込
ち
ら
し
の
出
し
方

　
雑
が
み
は
雑
誌
と
一
緒
に
、
十
字

に
し
ば
る
か
、
紙
袋
に
入
れ
十
字
に

し
ば
っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

折
込
の
ち
ら
し
は
、

新
聞
紙
と
一
緒
に
紐
で

十
字
に
し
ば
っ
て
資
源

物
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。

空
き
缶
等
散
乱
ご
み

追
放
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

　　　

　自主防災活動の育成・活発な活動や、地域の積極的
な防災活動の指導・推進を行うことができる人材を育
成するため、平成29年度より自主防災リーダー育成講
座を開催しています。
　第２回目は災害時・被災時における自主防災組織の
役割についての講演を行います。
　また、グループに分かれて避難所運営をテーマとし
た HUGゲームの実施を予定しています。これは避難

平成29年度
第2回海田町自主防災リーダー育成講座を開催します

所を運営しなければならないとき、どのように運営す
るのか、どう対応すればよいか話し合ったり、ゲーム
感覚で避難所の運営を学ぶことができるものです。
　講座を受講した人は、自主防災リーダーとして認定
されます。ぜひ、参加してください。参加希望者や不
明な点は、生活安全課に問い合わせてください。

生活安全課　☎823−9208　蕭823−7927

日　時◆６月14日（水）10時～16時
場　所◆海田東公民館
内　容◆災害時における自主防災組織の役割（講演）
　　　　HUGゲーム（避難所運営ゲーム）

費　用◆無料
申し込み◆生活安全課（役場２階）まで
※昼食は各自用意してください。

　
美
し
く
住
み
よ
い
町
を
つ
く

る
た
め
、
瀬
野
川
な
ど
の
町
内

河
川
を
含
む
町
内
全
域
の
一
斉

清
掃
を
行
い
ま
す
。

　
町
内
の
人
々
一
丸
と
な
っ
て

「
き
れ
い
な
海
田
町
」
を
つ
く

り
、
気
持
ち
よ
く
住
め
る
環
境

に
し
ま
し
ょ
う
。

日
時
◆
6
月
25
日（
日
）8
時
～

※
雨
天
中
止
の
場
合
は
、
当
日

7
時
に
町
内
放
送
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

環
境
セ
ン
タ
ー　
☎
8
2
3
ー
4
6
0
1
（
F
A
X
兼
用
）

生
活
安
全
課

☎
8
2
3
ー
9
2
1
9

蕭
8
2
3
ー
7
9
2
7

海
田
町
の
ご
み
出
し
ル
ー
ル
を

守
っ
て
い
ま
す
か
？

「ひろしま環境の日」
（毎月第1土曜日）

一斉に取り組む
実践行動

買い物にはマイバッグ
を持参しよう！

～６月は環境月間！～

6月3日（土）

詳しくは上下水道課
☎823−9214
蕭823−9839

海田の水
好評販売中！

  

　日本年金機構では、国民年金・厚生年金保険に加入している人に「ねんきん定期便」を送付しています。
　年金加入者の皆さん一人ひとりに対して、年金保険料の納付実績や年金の見込み額など、年金に関する情
報を分かりやすく定期的にお知らせして、保険料負担と年金給付の関係を実感してもらうためのものです。
　送付時期は、毎年誕生月です。お知らせする内容は次のとおりです。

35歳・45歳・59歳の被保険者（封書で送付します） その他の年齢の被保険者（ハガキで送付します）

35歳・45歳の人 59歳の人 50歳未満の人 50歳以上の人

・年金加入期間
・加入実績に応じた年金額
・（参考）保険料納付額
・年金加入履歴
・厚生年金保険の標準報酬
月額などの月別状況（厚
生年金加入歴がある人の
み）
・国民年金保険料の納付状
況（国民年金加入歴があ
る人のみ）

・年金加入期間
・老齢年金の年金見込額（既
に老齢年金を受け取ってい
る人は除く）
・（参考）保険料納付額
・年金加入履歴
・厚生年金保険の標準報酬月
額などの月別状況（厚生年
金加入歴がある人のみ）
・国民年金保険料の納付状況
（国民年金加入歴がある人
のみ）

・年金加入期間
・加入実績に応じた
年金額

・（参考）保険料納付
額
・最近の月別状況

・年金加入期間
・老齢年金の年金見
込額（既に老齢年
金を受け取ってい
る人は除く）

・（参考）保険料納付
額

・最近の月別状況

　「ねんきん定期便」について分からないことや疑問点がある場合は、ねんきん定期便専用ダイヤルまたは
広島南年金事務所へ相談してください。

ねんきん定期便専用ダイヤル　☎0570−058−555（ナビダイヤル）　☎03−6700−1144（一般電話）
広島南年金事務所　☎253−7710

大切な「未来」への情報「ねんきん定期便」をお届けしています

寄
せ
ら
れ
た
善
意
（
敬
称
略
）

◎
福
祉
事
業
の
一
部
と
し
て

☆
金
一
封

　
上
市　
向
井　
良
明


